
「子どもたちのために、「漢検」を実施した方がよい
という意見が多かったです。最初は先生でもないの
にそんなことができるのか、という思いもありました
が、「準会場の手引き」に沿って円滑な運営ができ
ています。我々シニア世代は孫世代と関わるだけで
元気が出ます。みなさん、子どもたちのために一生
懸命取り組んでいます。」

「漢字は文化。漢字は一つひとつに意味があります。
子どもたちは覚えるのが面白いと言っています。言
葉をたくさん知っていると、多様な表現ができるよ
うになります。「漢検」の機会を通して、自分で学ぶ
ことができる力を身につけてほしいです。」

■地域の方との連携・協働により、米作り体験や堀津音頭の振り付け指導など、地域教材を活かした体
験活動を通して、児童の興味関心を引き出して、ふるさとに愛着をもってくれることを願っています。

■老人会や堀津音頭愛好会の皆さんが行うさまざまな地域学校協働活動が、子どもたちの学びや育ち、
地域文化の継承につながっています。

「確かな学力部会」の活動として、地域ボランティア
の皆さまが「漢検」の運営に参画しています。

運営に関しては、検定日当日に学校運営協議会委
員や地域ボランティアの方々が試験監督や児童の
誘導などを行っています。

「漢検」の受検は、児童にとってほどよい緊張感を
もちながら挑戦する機会であり、自分の力を試す
よいきっかけとなっています。

近年は、近隣小中学校や家族受検の希望者も受け
入れており、地域の方々の学びを支えています。
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学校運営協議会の仕組みを活用した「地域とともにある学校づくり」の推進

堀津小学校の学校運営協議会

子どもたちとともに地域も元気に

■目指す学校像
夢や目標をもちたくましく実現する力を育む学校

■学校の教育目標
「心豊かに伝え合い たくましくやりぬく子」

■「地域とともにある学校づくり」の推進
平成29年4月1日より羽島市すべての学校で学校
運営協議会制度（コミュニティ・スクール）がスター
トしました。学校と保護者、地域の皆さんで一体と
なり「地域とともにある学校づくり」を進めています。

本校ではキャリア教育やふるさと教育などを通して、
児童が様々な人と関わりながら、地域のよさに気
付き、将来の希望や夢をもつことができるように学
校経営を行っています。

確かな学力部会 豊かな心部会 安心安全部会

■学校運営協議会テーマ
「地域を愛し、夢や目標をもって仲間とともにたく
ましく生きる児童の育成」

自治会長、コミセン
館長、民生委員、青
少年育成、交通安全
協会員、教務

自治会長、主任児童
委員、PTA会長、中
校長、小校長、堀津
保育園長

自治会長、青少年育
成、主任児童委員、
体振・スポ、教頭

推進部会

推進部会は３つの部会に分かれ、コミュニティ・ス
クールとしての活動をリードする役割を持ちます。

堀津小学校運営協議会

学校運営協議会に支えられた「漢検」

(所在地：岐阜県 ／ 児童数：137名)

（安藤校長） （鈴木様）
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